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【背景・目的】
小腸潰瘍症は炎症性腸疾患や薬剤性腸障害の一因として注目されており、その発症には小腸粘膜保護因子の破綻が関与すると考えられている。一方、近年、環境ホルモン（内分泌攪乱化学物質）が消化管機能や免疫応答に影響を及ぼす可能性が指摘されているが、小腸粘膜保護機構との関連は十分に解明されていない。本研究では、マウス小腸潰瘍モデルを用い、小腸粘膜保護因子の発現変化と環境ホルモン曝露との関連を、機械学習アルゴリズムを応用して包括的に解析することを目的とした。
【方法】
C57BL/6マウスに対し、代表的環境ホルモンであるビスフェノール〇〇およびフタル酸▲▲を異なる濃度で8週間経口投与した。小腸潰瘍誘発後、組織学的評価、炎症スコア算定、ならびに粘液関連タンパク質、タイトジャンクション因子、抗炎症性サイトカインの遺伝子発現解析を行った。得られた多次元データに対し、ランダムフォレストおよびサポートベクターマシンを用いた機械学習モデルを構築し、潰瘍重症度予測因子の抽出を試みた。
【結果】
環境ホルモン曝露群では、小腸潰瘍面積および炎症スコアが有意に増加した。特に粘液分泌関連遺伝子およびタイトジャンクション構成因子の発現低下が認められた。機械学習解析により、粘膜保護因子の発現低下と特定の環境ホルモン濃度が潰瘍重症度予測に高く寄与することが示された。
【結論】
本 架空の 研究は、環境ホルモンが小腸粘膜保護因子を介して小腸潰瘍症の病態形成に関与する可能性を示唆した。機械学習を用いた解析は、複雑な病態因子の統合的理解に有用であり、今後の消化管疾患研究や環境因子評価への応用が期待される。



